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本研究では、公立小学校第６学年を対象とし，４月から１月にかけて自律し

た学習者の第一歩にむけて，メタ認知に着目した実践を行った。学校での活動

と家庭での活動を連携させ，自己を理解する活動と，自分の学習を振り返り分

析する活動を通して，自己効力感と分析力を高めていった。自己を理解する活

動では，朝の会での話し合い活動（学校）や週末プレゼンテーション作り（家

庭），自分の学習を振り返り分析する活動では，学び方を考える授業（学校）や

漢字学習，自主学習（家庭）などを行った。また，どちらにも関わる活動とし

て，学び方交流会も実施した。 

その結果，子どもたちは上記の活動を通して自己効力感や分析力が高まった

とともに，自分に自信をもって前向きに取り組めるようになることや，自分が

行った学習に対して分析することを繰り返すことで，自分にあった学習方法な

どを見つけていくことができることが示唆された。  


